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環境協定締結事業所におけるこの１年間の取組みの成果 

 

 事業所名  株式会社ユアーズホテルフクイ 

 代表者   代表取締役社長 市橋 信孝 

 所在地   福井市中央１丁目４－８ 

 協定期間  平成３０年１２月１０日～令和元年１２月９日 

       （初回締結日 平成２１年１２月１０日） 

 

１ 取組み内容と成果 

（１）レンタサイクルは、昨年よりも利用者が増加した。カーシェアリングのため

の電気自動車についても宿泊者の認知度が上がり、利用者が増加した。 

 

（２）昨年に引き続き、立食宴会や出張ケータリング・出前以外は全て塗り箸を使

用し、従業員食堂についても洗って繰り返し使える箸を使用した。また、食

品残渣を県内養豚場に提供し飼料化を行い、食品廃棄物の排出抑制に努めた｡ 

 

（３）例年どおり、駅前周辺、ホテル周りの清掃や植栽に取り組んだ。 

 

（４）福井市内の小学校５年生１２０名を対象に、シェフによる福井県産食材を使

用した調理実習を行い、地産地消に関する授業を行った。また、ホテル内に

おいて、テーブルマナー教室、食育授業や食べ残しゼロ運動の啓発を行った。 

 

（５）朝食に有機・水耕・減農薬栽培野菜など、地元の｢エコ野菜｣を積極的に取り

入れた。また、レストランのサラダバイキング等に福井県産食材を積極的に

活用した。 

 

（６）従業員が契約農家のもとに出向き､栽培されている野菜について学ぶ機会を

設けた｡ 

 

（７）「ＬＯＶＥ・アース・ふくい」ロゴマークをホテル内従業員スペースにて利

用し、従業員の啓発を行った。また、今年に入り社内の水道光熱費を一斉に

見直し、事務所の蛍光灯を間引きするなど、従業員スペースを中心に可能な

取り組みを行った。 

 

（８）近隣への営業活動の際は自転車を利用するよう努めた。また、商談で自動車

を使用する場合は、電気自動車を有効活用した。 
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（９）性能の高い複合機を導入したことで外注から自社での印刷に移行し、必要最

小限の量で印刷することが可能になった。余りチラシや不要となる印刷物が

なくなったことでごみの減量化が実現し、経費削減にもつながった。 

 

※新しい協定では上記の取り組みに加え、以下の新たな取り組みを実施します。 

電気使用量の削減に努め、従業員スペースにおいてこまめに消灯することなどにより 

省エネ化を進めていきます。 

 

 

２ 活動の取組み事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
契約農家の畑 

シェフによる食育授業 様々な印刷に対応可能な複合機 


